
資 料 ３ 
資料 ３ 

木曽川水系における利水の概況木曽川水系における利水の概況  
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２ 木曽川水系の利水の現状２．木曽川水系の利水の現状 
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１．木曽川水系の自然と社会状況  流域の概要流域の概要  

流域図流域 諸

■木曽川水系は、木曽川、長良川、揖斐川の３河川を幹川とし、中京圏の産業・人口・資産
が集積する濃尾平野を貫流して伊勢湾に注ぐ、流域面積9,100km2の我が国でも有数の大河川。 

流域図 

 
・流域面積：9,100㎞2   

（集水面積）      

流域の諸元 

 
 
 
 

 

木曽川 5,275km2 

長良川 1,985km2 

揖斐川 1,840km2 
      
・幹川流路延長：木曽川 229km 
        長良川 166km 
        揖斐川 121km 

 

・流域内人口：約190万人 

 

 

 

木曽川 約57万人 

長良川 約86万人 
揖斐川 約47万人 

木曽川水系 
 連絡導水路 

(建設中) 

 

       ※H17国勢調査結果より 

 

・流域内市町村：岐阜市、大垣市 

等 27市24町4村

揖斐川 約47万人
 

        等 27市24町4村

       ※H22.4.1現在 
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１．木曽川水系の自然と社会状況  木曽川水系の降雨特性木曽川水系の降雨特性  

■流域の平均年降水量はH11年～H20年の近10年間で約2,200mm 
■長良川・揖斐川の源流域と木曽川の御岳山周辺は3,000㎜を超える多雨地帯であり、南東

に向かって少なくなる傾向。 
■年降水量は近年は少雨の年が多く減少傾向であり 年による変動幅が増大■年降水量は近年は少雨の年が多く減少傾向であり、年による変動幅が増大。 

mm 

mm 木曽川水系の年降水量の経年変化(S23～H20) 

木曽川流域 

▲▲ 
S26 

2,220mm 

▲ 
S59 

1,840mm 

▲ 
S62 

1,970m 
▲ 
H6 

1 640mm

▲ 
H17 

1,850mm 
▲主な渇水年 

1,640mm 

降水量：気象庁観測データ（H8～H17年）より作成 
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１．木曽川水系の自然と社会状況  木曽川水系の地形特性木曽川水系の地形特性  

我が国最大の海抜ゼロメートル地帯 

■下流域は、濃尾平野の低平地が広がり、我が 

 国最大の海抜ゼロメートル地帯。 

■高度経済成長期には、地下水の過剰な汲み上 

 げ等により地盤が沈下。現在ではダムによる げ等により地盤が沈下。現在ではダ による

 表流水への転換及び地下水の揚水規制が行わ 

 れ、沈下は沈静化傾向。 

■平成６年渇水時には、異常少雨の影響の他、■平成６年渇水時には、異常少雨の影響の他、

河川水の取水制限を補うために地下水が汲み上

げられ、広域的な地盤沈下が発生。 

A’

A-A’断面図 

A 

A’

５ 出典：平成20年における濃尾平野の地盤沈下の状況（平成20年8月東海三県地盤沈下調査会） 
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２．木曽川水系の利水の現状  木 曽 川 水 系 の 歴 史木 曽 川 水 系 の 歴 史 （（ 治 水治 水 ））  

■中世以前の木曽三川は 川が運ぶ土砂によって形成された沖積平野である低平地を幾筋もの河道として網目状■中世以前の木曽三川は、川が運ぶ土砂によって形成された沖積平野である低平地を幾筋もの河道として網目状

に流れていた。 

■江戸初期には、木曽川左岸に御囲堤（犬山市から弥富町まで約47㎞）が築造され、江戸中期には、三川を分流す

るための薩摩藩による宝暦治水が行われた。 

■明治に入ると、オランダ人技師ヨハネス・デ・レーケを迎え、木曽川下流改修が進められ、木曽・長良背割堤、長良

・揖斐背割堤が築堤されるなど、下流域での三川分流が完成し、その後、大正から昭和にかけて、木曽川上流改修

が行われ、現在の木曽三川の姿がほぼ形成された。 

明治改修計画図明治改修計画図

御囲堤 

江戸前期（1600年代）までの河道 
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２．木曽川水系の利水の現状  木 曽 川 水 系 の 歴 史木 曽 川 水 系 の 歴 史 （（ 水 利 用 の 変 遷水 利 用 の 変 遷 ①① ））  

■木曽川は かっては 木曽の山々から筏流しにより木材を運び出すための搬送路としても利用されていた■木曽川は、かっては、木曽の山々から筏流しにより木材を運び出すための搬送路としても利用されていた。 

■農業用水については、昭和30 年代以降の新たな農地開発等により需要が増大し、愛知用水や木曽川総合用水
等の整備や、それらに伴う牧尾ダム・岩屋ダム等のダムによる水資源開発が行われた。 

■発電については、大正13 年に我が国初の本格的なダム式発電所である大井ダムが造られたのを機にダム式発電
が急速 増 成 年 在 ダ 使 使 約 ㎥ 年所が急速に増加し、平成19 年現在、これらのダムで発電に使用される最大使用水量の合計は約4,640㎥/s で、年

間発生電力量は全国一位である。 

主な農業関係取水施設と供給区域 

飛

主な発電所位置 木曽川での筏組の様子 

木曽川 

飛
騨
川 

木曽川総合用水 

出典：木曽川流域誌 

兼山取水口 
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川
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